
 

 

  

 

 

 

 

 

 
  
学校教育目標「夢に向かって 進んで学び ともに高め合う子どもの育成」に向け、学校では保護

者の皆様や地域の皆様と一緒に様々な取組を行っています。７月に児童・保護者・教職員から学校生

活の様子や学習の状況についてアンケートをとりました。子ども達の様子や新しい学校生活のあり方

について考える結果になったと思います。 
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（ 学校ホームページアドレス http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/uzumasa-s ） 

学校教育目標にある「ともに高め合う」ことを判断
する材料としてアンケートには『授業中、友達と一緒
に考えたり、話し合ったりしている』という項目を挙げ
ています。毎年この項目は少しずつ肯定的な意見
（「そう思う」「大体そう思う」）が上がってきていま
す。人の話を「聞くこと」は、学力に関わる大きな力
の一つで、人と関わるうえで欠かせないものです。ま
た、自分の思いを相手に伝える表現力も聞くことと
同様に大切です。学校教育目標にある「ともに高め
合う」ためにすべての学年が、学校教育活動の中で
さらに、表現力を育成できるように意識して日々の
授業の充実に取り組んでいきます。 

 

 

授業中、友達と一緒に考えたり、話し合ったりしている。（児童） 

進んで本を読んでいる。（保護者） 

学校や学級のきまりを守っている。（児童） 

子ども達は、学校や学級のきまりを守っている。（教職員） 

進んで本を読んでいる。（児童） 
進んで読書をしている児童の割合は、約８０％で

した。学年が上がるにつれて、この割合は減少する
傾向にありますが、昨年度と比べると約１０％程度
上昇しています。保護者の方の意見を見ても、読書
をする習慣が少しずつついてきていることがわかりま
す。読書活動を通して言語に関する知識や読解
力・集中力・豊かな心が培われます。今後は、コロ
ナの感染状況等を見極めながら選書会なども開く
予定をしており、本に親しむ機会を増やしていきたい
と思います。 
また、PTAの絵本サークルの方々が、月に１回各

学年に読み聞かせをしにきてくださっています。ご家
庭でも地域の図書館での本の貸出を積極的に活用
していただくなど、児童の本にふれる機会が増える
ようにご協力をお願いします。 

全学年の９０％以上の児童・教職員が、学校や
学級のきまりを守れていると感じています。昨年度
よりも、肯定的な意見の割合は下がりましたが、非
常に高い数値でした。学校のきまりや約束は、すべ
ての人が気持ちよく過ごすために大切なものです。
また、社会に出た時のことを考え、規範意識を高め
ていくことは非常に重要であると思います。学校で
は、一方的にきまりや約束を押し付けるのではなく、
きまりや約束がある理由をしっかりと理解させなが
ら、児童の心に届く指導をしていきたいと思います。
家庭や地域でも温かく見守っていただけると幸いで
す。 
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〇新しいことを学ぶのをいつも楽しみにして毎日登校しています。 

〇未だコロナが終息していない中ではありますが、子供たちが友達同士でコミュニケーションを取れる機

会が減っている事が残念です。友達同士で自分の出来る事、できない事をお互いに教えあって、それぞ

れに成長していってもらえたらと思います。 

〇コロナはまだ治まる気配がありませんが、なるべく沢山の学校での経験ができることを願っております。 

〇端末を使った回答は簡単に出来るので、ありがたいです 

〇トイレがかなり汚いうえにペーパーも無くなっている所が多いらしいので改善してほしいです。 

〇学級閉鎖期間中のオンライン授業ありがとうございます。 

〇のびのびと育ってほしいですが、ルールやマナーの他、モラルの意識も高める場になって欲しいと思い

ます。 

○修学旅行の際の「修学旅行について」のメール配信は保護者にとって安心と喜びを感じる事ができ、有

り難かったです。 

 

 

今回も、子ども達の教育環境として改善すべき点、学校の取組の評価できる点など、たくさんのご意見

をいただきました。ありがとうございました。 

 太秦小学校では、学級閉鎖等の緊急時において、オンラインでの学習機会を保障するための準備を進め

てきました。本校の教員は、学級閉鎖時のオンライン学習について全学年実施できるようになっています。

実際に学級閉鎖時にオンライン学習を行った学級もあります。 

 宿泊行事については、６年生の修学旅行・５年生の山の家宿泊学習については、実施できました。今後

は６年生の山の家宿泊学習も予定しています。今まで出来なかったことができるようになり、行事による

子ども達の成長を見ることができてうれしく思います。 

 上記以外にもいただいたたくさんの意見をもとに、保護者の皆様や地域の皆様とも連携し、より良い学

校となるよう、改善していきます。 

 

児童・保護者の約９０％が「あいさつができてい
る」と回答しています。しかし、教職員はもっとあいさ
つができると考えているようです。太秦小学校で掲
げている「３つの行動目標」である「笑顔であいさつ」
を実現するためにあいさつをする意味について指導
をしていきます。 
児童集会で本部役員の児童があいさつを目標に

掲げると、「おはようございます」と元気にあいさつが
できる児童が増えてきましたが、時間が経つと少し
ずつ声が小さくなったり、頭を下げるだけで終わった
りしています。 

あいさつは、人と人を結ぶ大切な習慣です。友
達だけでなく、学校に来校された保護者の方や
地域の方など誰に対しても笑顔であいさつができ
るようにしていきたいと思います。 

子ども達は、楽しく学校に来ている。（教職員） 
子ども達は、教職員や友達とあいさつできている。（教職員） 

学校の先生や友達とあいさつができている。（児童） 

子どもは、教職員や友達とあいさつができている。（保護者） 


